
○生ごみ分解処理方式
生ごみを分解用母材（アースラ
ブ）、おがくずと混ぜ、微生物の
働きにより、生ごみを分解し消滅
させます。悪臭は発生しません。

　  　生ごみ中間処理施設
  　　（小平町）
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○容器包装リサイクル法による資源化
プラスチック製および紙製の容
器・包装、ペットボトル、ビン、
缶、新聞、雑誌などの資源物を圧
縮梱包します。

資源化施設（美・サイクル館）
（留萌市）

○被覆型処分場
汚水処理水を川へ流さず循環利用
します。ごみの飛散を防ぎ、雨・
雪・風などの影響を受けずに埋め
立て作業ができます。

最終処分施設　 　　
（増毛町）　　 　
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